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滝
沢
村
の
目
指
す

べ
き
防
災
ビ
ジ
ョ
ン
と

基
本
目
標
の
考
え
方
は
。

　
対
策
の
緊
急
度
、

重
要
度
の
観
点
か
ら
、
人

命
危
機
の
解
消
、
地
震
、

火
山
災
害
及
び
水
害
に

よ
る
生
活
障
害
の
解
消

を
計
画
の
目
標
と
し
て
い

ま
す
。

  

自
主
防
災
組
織
の

育
成
状
況
及
び
そ
の
活

動
状
況
は
。

　
15
年
か
ら
自
主
防

災
組
織
を
設
置
す
る
た
め

の
説
明
会
や
出
前
講
座
を

開
催
し
ま
し
た
。
16
年
か

ら
昨
年
度
ま
で
に
27
自

治
会
中
20
自
治
会
設
置

し
て
お
り
、
今
後
全
自
治

会
の
組
織
化
を
推
進
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

  

地
域
防
災
拠
点
の

防
災
力
強
化
の
取
り
組

み
は
。　

村
内
の
避
難
所
と

し
て
26
施
設
を
指
定
し

て
い
ま
す
。
今
後
の
対
策

と
し
て
、
発
電
機
と
投
光

器
を
各
10
台
購
入
し
ま

し
た
。　

地
域
防
災
計
画
の

実
効
性
や
機
能
性
を
高

め
る
訓
練
状
況
は
。

　
毎
年
各
種
災
害
を

想
定
し
、
災
害
対
策
本
部

と
し
て
、
自
衛
隊
、
警
察

署
、
消
防
署
な
ど
の
関
係

機
関
の
協
力
を
得
な
が

ら
災
害
対
応
訓
練
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
情
報
収
集
・
伝
達

態
勢
等
住
民
へ
の
情
報

発
信
充
実
強
化
の
取
り

組
み
は
。

　
情
報
を
集
約
の

上
、
周
知
が
必
要
な
情
報

に
つ
い
て
は
、
防
災
行
政

無
線
、
い
わ
て
モ
バ
イ
ル

メ
ー
ル
、エ
リ
ア
メ
ー
ル
、

広
報
車
両
な
ど
を
活
用

し
て
住
民
に
情
報
伝
達

し
て
い
ま
す
。

　
防
災
意
識
・
知
識

等
普
及
高
揚
の
取
り
組

み
は
。

　
避
難
の
心
得
を
記

載
し
た「
岩
手
山
火
山
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
」と
併
せ
て

「
滝
沢
村
暮
ら
し
の
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
」を
村
内
全
世

帯
へ
配
布
し
ま
す
。
各
家

庭
に
お
け
る
災
害
時
の
備

え
に
役
立
て
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

①
消
防
団
の
活
動
支
援
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

②
生
活
物
資
の
備
蓄
状

況
に
つ
い
て

③
除
雪
対
策
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

④
村
の
除
雪
器
材
の
充

足
・
配
備
状
況
及
び

除
雪
行
動
の
準
拠
に
つ

い
て

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
、
農

畜
産
物
の
放
射
能
問
題

な
ど
、
今
、
農
家
は
様
々

な
閉
塞
感
に
み
ま
わ
れ

て
い
ま
す
。
農
家
に
自
信

を
持
っ
て
24
年
度
も
取

り
組
ん
で
も
ら
う
為
の

新
た
な
農
業
振
興
策
2

点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
減
反
作
物
、
作
目
の
強

化
に
つ
い
て

②
耕
畜
連
携
の
強
化
に

つ
い
て

①
地
域
の
実
情
に
即

し
た
麦
、
大
豆
等
の
生

産
性
向
上
の
取
り
組

み
や
、
地
域
振
興
作
物

の
生
産
へ
の
取
り
組

み
に
対
し
て
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
地
域

振
興
作
物
の
ク
イ
ッ
ク

ス
イ
ー
ト
は
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。
他
の
転

作
作
物
と
合
わ
せ
引

き
続
き
支
援
し
ま
す
。

②
耕
畜
連
携
は
耕
種
農

家
と
畜
産
農
家
双
方

に
と
っ
て
生
産
資
源
の

有
効
な
活
用
が
図
ら

れ
ま
す
。
今
後
も
拡
大

に
向
け
推
進
し
ま
す
。

　
地
域
農
業
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
が
24
年
度

策
定
さ
れ
る
が
、
村
と
し

て
基
本
に
据
え
て
い
る

事
は
。　

地
域
農
業
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
に
関

す
る
詳
細
な
情
報
は
ま

だ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後

は
、
各
農
家
組
合
な
ど
へ

情
報
提
供
し
、
話
し
合
い

を
行
い
な
が
ら
関
係
機

関
と
協
力
し
て
策
定
し

ま
す
。　

農
業
後
継
者
、
新

規
就
農
者
を
育
て
る
た
め

の
村
独
自
の
育
成
・
研
修

制
度
は
。

　
24
年
度
の
概
算
要

求
は
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー

と
な
る
人
材
育
成
を
目

的
と
し
た
農
業
経
営
者

育
成
教
育
へ
の
支
援
な

ど
様
々
な
支
援
制
度
を

盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　
特
に
若
い
農
業
者
が
、

国
内
外
を
問
わ
ず
様
々

な
研
修
に
参
加
で
き
る

環
境
を
整
え
ま
す
。

　
小
中
学
生
の
学
力

ア
ッ
プ
の
た
め
、
理
科
な

ど
の
専
門
教
諭
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
を
取
り
入
れ

た
新
た
な
方
策
は
。

　
本
村
に
お
け
る「
全

国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
」で
は
、
全
国
を
上
回

り
、「
標
準
学
力
調
査
」も

全
体
の
８
割
が
全
国
の

標
準
値
を
上
回
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、「
理
科
支
援

員
配
置
事
業
」を
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
後
も「
全

体
的
な
教
科
の
基
礎
・

基
本
の
定
着
」を
図
る
な

ど
取
り
組
み
ま
す
。

　
計
画
期
間
が
24
年

か
ら
26
年
度
と
な
る
第

５
期
老
人
保
健
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計

画
は
、
団
塊
の
世
代
が
65

歳
以
上
と
な
る
27
年
度

か
ら
の
第
６
期
へ
つ
な
が

る
重
要
な
計
画
と
考
え
、

次
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
老
人
保
健
福
祉
計
画

の
重
点
施
策
は
。

②
介
護
保
険
事
業
計
画

の
運
営
方
針
は
。

③
今
後
の
高
齢
者
福
祉

の
課
題
と
施
策
の
考

え
は
。

①
第
４
期
の
実
績
評

価
を
基
に
、
介
護
予
防

施
策
を
推
進
し
ま
す
。

　
　
ま
た
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
理
念
を

目
標
と
し
て
施
策
を

進
め
、
高
齢
者
の
増
加

に
対
応
し
た
、
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
、

実
態
把
握
機
能
の
強

化
に
取
組
み
ま
す
。

②
高
齢
者
や
認
定
者
数

の
増
加
に
よ
る
自
然

増
加
分
、
施
設
整
備
に

係
る
影
響
額
、
制
度
改

正
及
び
介
護
報
酬
改

定
な
ど
の
影
響
を
勘

案
し
ま
す
。

　
　
そ
し
て
今
後
３
年

間
の
給
付
費
の
見
込

み
を
計
り
、
必
要
な
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
に

対
応
す
る
た
め
の
保

険
料
の
設
定
と
介
護

保
険
の
運
営
に
努
め

ま
す
。

③
介
護
予
防
施
策
の
充

実
、
地
域
密
着
型
の

サ
ー
ビ
ス
の
供
給
体
制

に
意
を
配
り
な
が
ら
、

認
知
症
予
防
な
ど
、
老

人
保
健
福
祉
計
画
に
基

づ
き
、
高
齢
者
福
祉
施

策
を
進
め
ま
す
。

事
務
事
業
の
見
直
し
と

職
員
数
の
最
適
化
は

　
今
後
の
市
制
移
行

を
視
野
に
入
れ
た
根
本

的
な
改
革
が
必
要
と
考

え
、
事
務
事
業
の
見
直
し

と
職
員
数
の
最
適
化
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
事
務
事
業
の
見
直

し
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

事
務
改
善
や
事
業
の
整

理
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
市
制
移
行
に
伴

う
国
、
県
よ
り
移
譲
可
能

な
事
務
の
検
討
を
進
め
、

住
民
の
利
便
の
増
大
に

向
け
た
事
務
事
業
の
検

討
を
し
ま
す
。

　
職
員
数
は
、
業
務
の
増

減
や
市
制
移
行
で
の
新

た
な
事
務
や
資
格
取
得

者
が
必
要
な
部
署
の
調

査
等
を
行
い
な
が
ら
、
必

要
人
数
を
確
認
し
ま
す
。

　
ま
た
、
職
員
数
だ
け
で

は
な
く
経
験
や
技
術
の

継
承
も
考
慮
し
、
職
員
数

の
最
適
化
に
向
け
第
４

次
の
職
員
定
員
管
理
計

画
を
検
討
し
ま
す
。

　
社
会
全
体
が
電
力
に

頼
る
構
造
で
あ
り
、
東
日

本
大
震
災
時
に
は
生
活
面

で
大
き
な
危
惧
を
感
じ
ま

し
た
。

　
今
や
地
球
温
暖
化
の

進
行
に
よ
り
、
世
界
で
は

局
地
的
に
自
然
災
害
が
頻

繁
に
発
生
し
て
い
る
こ
と

を
見
る
と
、
我
々
の
生
活

様
式
も
根
本
か
ら
の
見
直

し
が
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
以
下
に
つ
い

て
質
問
し
ま
す
。

　
震
災
時
は
、
冬
季

で
あ
り
寒
さ
対
策
に
課
題

も
あ
っ
た
が
、
状
況
を
ど

う
捉
え
て
い
る
か
。

　
災
害
発
生
時
、
村

内
14
ヶ
所
の
避
難
所
に
延

べ
１
５
７
３
人
が
避
難
し

ま
し
た
。
各
地
区
の
消
防

団
の
巡
回
確
認
に
よ
り
村

職
員
を
派
遣
し
避
難
所

を
開
設
し
ま
し
た
。

　
課
題
は
、一
部
の
施
設

に
被
害
が
発
生
し
た
こ
と

と
、
寒
さ
対
策
の
問
題
で

別
の
施
設
に
誘
導
し
た
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
施
設
の
常
日

頃
の
管
理
確
認
と
限
ら
れ

た
物
資
を
有
効
活
用
す

る
た
め
に
も
避
難
所
の
集

約
対
応
を
強
化
す
る
べ
き

と
考
え
ま
す
。

　
今
後
、
各
自
治
会
・

自
主
防
災
組
織
・
福
祉
関

係
者
等
と
連
携
す
る
対

応
策
は
ど
う
か
。

　
災
害
発
生
時
、
被

害
の
拡
大
を
防
ぐ
に
は
村

の
対
応
で
あ
る「
公
助
」

に
限
界
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
自
分
の
努
力
で
守
る

「
自
助
」と
と
も
に
、地
域

や
近
所
の
人
が
お
互
い
に

協
力
し
合
い
、
防
災
活
動

を
組
織
的
に
取
り
組
む

「
共
助
」が
必
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

私
道
の
除
雪
対
策
は

　
私
道
で
も
住
民
の

生
活
道
路
で
あ
り
日
常

生
活
に
支
障
が
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

課
題
解
決
の
方
策
は
な

い
か
。　

私
道
は
、
私
的
財

産
で
あ
る
事
か
ら
、
村
で

は
除
雪
等
の
通
常
管
理
は

し
て
い
ま
せ
ん
。
救
済
策

と
し
て「
滝
沢
村
私
道
除

雪
事
業
費
補
助
金
制
度
」

や
自
治
会
等
に
貸
し
出
し

て
い
る
小
型
除
雪
機
を
活

用
し
て
頂
き
た
い
。

　
今
年
度
は
、
燃
料
の
現

物
支
給
、除
排
雪
用
小
型

ダ
ン
プ
を
2
台
用
意
し
て

い
ま
す
。
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安
全
・
安
心
な

  
　 
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

農
業
環
境
の
閉
塞
感
を

　
　
　
打
ち
破
る
振
興
策
を

今
後
の
高
齢
者
福
祉
の

　
　
　
課
題
と
施
策
の
考
え
は

災
害
時
、
避
難
対
策
で
の

　
　
　
課
題
と
取
り
組
み
は

お
互
い
を
思
い
や
る

        

　
地
域
社
会
を
目
指
す

農
家
と
と
も
に

      

　
　
　
が
ん
ば
り
ま
す

計
画
に
基
づ
き
、

　
　
高
齢
者
福
祉
施
策
を
進
め
る

今
後
、
避
難
所
は

　
　
集
約
し
て
の
対
応
を
強
化

遠藤 秀鬼議員武田　哲議員

柳村　一議員熊谷 初男議員

しののめ会

しののめ会

そ
の
他
の
質
問

一新会


